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 令和7年4月1日より呼吸器外科専門

医が新潟市民病院に常勤医師として赴

任します。新潟県の呼吸器外科専門医

数は17人と少なく、新潟市民病院で呼

吸器疾患の専門的外科治療が開始でき

ることを嬉しく思います。 

 

 扱 う 領 域 は 肺、気 管、気 管 支、縦

隔、胸壁、横隔膜の疾病が対象となり

ます。主な疾患は原発性肺癌、転移性

肺 腫 瘍、縦 隔 腫 瘍、気 胸、胸 腔 内 膿

瘍、外傷などで、それら対象となる疾

患の外科治療を行います。 

 最も多い疾患は原発性肺癌で、手術

としては胸腔鏡下肺切除術を想定して

います。原発性肺癌は外科治療のみな

らず抗がん剤による化学療法も有効

で、呼吸器外科・内科は連携して治療

を行います。 

 手術は低侵襲手術である胸腔鏡下手

術が中心となると予想され、それ以外

には開胸手術も実施することとなりま

す。胸腔鏡下手術に向けて胸腔鏡手術

システム導入などの準備を進めていま

す。 

 新潟市の令和6年10月時点の人口は

76万7千人で、65歳以上の老年人口は

23万2千人で、高齢化率は31％です。

今後高齢化率はさらに増加する見込み

です。高齢者に優しい低侵襲手術であ

る胸腔鏡下手術を推進してまいりま

す。 

 新潟市民病院は「患者とともにある

全人的医療」の理念のもと、高齢者に

も適用できる高度専門医療の実施を目

指すとともに、基本方針の一つである

「患者さんに信頼されるぬくもりのあ

る医療」を継続して提供いたします。 

新潟市民病院長 大谷 哲也 

 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 

午前 
大学医師 
（新患） 

  
古泉 貴久 
（新患・再来） 

 

午後      

表１．呼吸器外科 外来担当表（令和７年４月１日時点） 
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副院長 廣瀬 保夫   

 この度、副院長を拝命しました廣瀬

保夫（ひろせ やすお）と申します。 

 私は1989年に大学卒業後にただち

に当院に研修医として入職、1993年

に救急専従医として救命救急センター

に採用していただきました。 

 以降は一貫して救命救急領域の診療

に従事し、2009年よりは救命救急・

循環器病・脳卒中センター長を拝命し

ておりました。 

 私は医師としてのほぼ全てを当院で

の経験からいただいた、まさに生え抜

きと自覚しております。 

 

 当院の救急医療の特徴は、救急医だ

けでなく各専門科が結集し、それぞれ

の領域の最先端の知見を活かして、質

の高い救急・集中治療を提供している

点です。 

 この30年、当院の救急医療をとりま

く環境は大きく変わりました。1990

年代前半は当院に搬送される救急車は

年間約2000台のペースでした。 

 その後、救急医療の需要は増え続

け、2024 年 の 救 急 搬 送（ヘ リ コ プ

ター搬送含む）は約6800件に達しま

した。 

 数的な増加だけでなく、高齢化が進

行し複雑で多数の問題を抱えた患者さ

んが増加し、当院スタッフの懸命な努

力にも関わらず、時に新潟市の救急医

療のキャパシティをオーバーフローし

てしまう現状があります。 

 ま た、当 院 は 災

害医療にも積極的

に取り組んできま

し た。本 県 の 大 規

模災害であった中

越 地 震、中 越 沖 地

震 だ け で な く、阪

神大震災、東日本大震災、能登半島地

震など県外にもDMATや災害医療班

を派遣し大きな役割を果たしてまいり

ました。 

 そして、2020年に勃発した世界史

に残る大災害といえる新型コロナウイ

ルス感染症のパンデミックでも、当院

は全職員が結束して多数の新型コロナ

の重症患者を救命しました。 

 当院の地域への貢献は客観的にみて

も極めて大であったと思います。 

 

 他の同規模都市と比較して、新潟圏

域の急性期医療における当院の存在感

は極めて大きく、正に最後の砦です。 

 最近の医療を取り巻く環境は極めて

厳しく、当院も財政難に苦しんでいま

す。当院の診療が縮小したり制限され

たりすると、新潟市民の皆様に多大な

不利益が生じるのは火を見るよりも明

らかであり、そのような事態は何とし

てでも避けなければなりません。 

 私を育ててくれた市民病院、そして

愛着のある新潟地域のために、今しば

らく微力を尽くす所存ですので、何

卒、よろしくお願いいたします。 
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  4月より救命救急･循環器病･脳卒中

センター（以下、救命センター）長、

救急科部長を拝命しました熊谷 謙と申

します。 

 新潟市出身で新潟大学を卒業後、県

外で救急･集中治療を修行して平成15年

にUターンで当院に入職し、22年より

副センター長、26年より集中治療室長

を務めてまいりました。 

  当院の救命センターは紫竹山の旧病院

時代に廣瀬前センター長以下専従医わ

ずか3名で発足後、順調に拡大発展を遂

げ、現在は救急科として専従医15名で

年間6000台以上の救急車ほとんどに対

応しています。 

 消防局と連携したドクターカー事業

でも地域の救急医療に貢献するととも

に、集中治療分野においても他院の重

症患者を積極的に受け入れて、厚労省

の救命救急センター充実段階評価では

毎年最高評価をいただいています。 

 そのような組織の運営を引き継ぐに

あたり、重責に身の引き締まる思いで

おります。 

  現在、多くの病院が経営危機に瀕し、

新潟市の救急医療体制も再編を迫られ

るなど地域医療は厳しい局面にあり、

その中で当院にも一層の努力が求めら

れます。 

 救命センターは『重症･専門･救急を

中心に、安全で良質な医療を提供しま

す』という当院の基本方針いずれにも

深く関わる重要な立ち位置にあります

が、我 々救急科 医だ

けで成り立つもので

は ありませ ん。他科

の先生方や看護師は

じめ多職種の皆さん

の力を合わせたワン

チ ームで、良質 な救

急医療を絶え間なく提供するという原

点課題にこれまで以上に取り組み、新

潟の救急医療延いては、病院経営にも

貢献して行きたいと考えています。 

 

 少しだけ仕事を離れたときの姿を紹

介しますと、 
 

①散歩好き：メタボ解消のために 

 休日は1〜2万歩ウォーキングします 
 

②クルマと旅行好き：幼少期からカー 

 マニア、かつ飛行機が恐いので何百 

 キロ遠方でも平気で車で出かけます 
 

③お酒好き：見かけによらず甘く 

 フルーティーな日本酒が好きで 

 『たかちよ』がお気に入り 
 

④イヌ好き：3年前に最愛の息子 

 （コーギー）を亡くし落ち込んで 

 いましたが、最近やっとまた新たな 

 仔を迎えたいと思えるようになりま 

 した。 
 

こんなワタクシですが、救命センター

のさらなる充実発展を目指して精一杯

頑張りますので、どうぞ宜しくお願い

します。 

救命センター長・救急科部長 熊谷 謙    
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  当院のホームページにも、   

  バックナンバーを掲載しています。 

 検索 新潟市民病院 ふれあいひろば 

 今年も、東曽野木小学校の児童の皆さんか

ら素敵な贈り物をいただきました。 

 いただいた贈り物は、院内のさまざまなと

ころに掲示させていただきました。この場を

借りて御礼申し上げます。 

 

 東曽野木小学校は、新潟市民病院のすぐ近

くにあります。市民病院には、長期療養中の

お子さんの学習のために「東曽野木小学校院

内学級 のぞみ学級」が設置されています。 

 児童の皆さんが、病気を治そうとがんばっ

ている患者さんをはじめ、そのご家族や、病

院のスタッフの皆さんを応援したいと考え、

院内掲示用の作品を２種類用意してくれま

した。 

 作品の一つは、「全校縦割り遠足（こな

んこ遠足）」で歩いた鳥屋野潟公園で集め

た色とりどりの葉っぱや、学校で育てた花

を押し花にして飾った「メッセージカー

ド」です。１年生から６年生までが仲良く

活動する縦割り班（こなんこ班）ごとに集

まり、協力して作りました。 

 もう一つの作品は、１年生が用意した

「にこにこ笑顔のプレゼント」です。１年

生のとびっきりの笑顔にさそわれ、皆さん

も笑顔になってくれたら嬉しいです。 

 院内を移動する際、ぜひ作品をご覧に

なってください。 

発行元：新潟市民病院 広報委員会 

新潟市中央区鐘木463番地7 ℡ 025-281-5151 


